
平成３０年度 向山ブルースカイ 事業計画 

事 業 所 名  向山ブルースカイ 

施 設 長 名  西坂 孝 

実 施 事 業  就労継続支援Ｂ型 

開 設 年 月 日 平成３年４月１日 

所 在 地 鳥取県倉吉市和田東町向山９１４－５８の２ 

正 規 職 員 数 ３名  

臨 時 職 員 数 ４名 

パ ー ト 職 員 数 １名 

定 員 ２０名 目標利用者数  ２２名/日 利用率 １１０％ 

職 員 配 置  施設長補佐兼生活支援員 １名・サービス管理責任者 １名 

生活支援員 １名・職業指導員 ５名  計 ８名 

 

１ 基本方針 

  障がい者の自立・社会経済活動への参加を基本に、信頼される事業所運営に努め、

ご利用者様の個別支援計画に沿った良質な福祉サービスを提供するとともに、情報公開、

ご利用者様の個別処遇の向上、プライバシー保護及び職員の資質向上等に配慮しながら、

ご家族様・地域とのつながり、交流の場として、事業所が適切な役割を果たします。 

 

２ 運 営  

ご利用者様本位の充実した福祉サービスを提供し、地域の皆様に親しまれ地域に根 

 付いた施設運営を目指し、生産活動・就労活動を中心に発展・躍進していきます。 

菓子工房「トリシエ」の新商品開発はもとより商品製造の増産体制、販路拡大を図

り、ご利用者様の工賃アップに努めます。 

（１）規則正しい日課の中で、個人個人を尊重し、ご利用者様のニーズに応えた支援を

行います。 

  ①個別支援計画を充実します。 

  ②個別支援計画を基に、モニタリング等により随時支援計画を見直します。 

  ③ご利用者様の新しいニーズの把握に努めます。 

（２）就労継続支援として、ご利用者様の意思を尊重し、個々の希望・能力に応じて、

全てのご利用者様が従事できる作業内容を整え、働きやすい作業環境や条件の整備

を図り、一般就労、自立へとつながる支援を行います。 

  ①受託事業の就労の機会の提供 

   ・電子部品組立、紙器加工、割箸加工等の受託作業により、就労の機会を提供し

ます。 

・良品作成、納期の厳守をし、作業量を増量します。 

   ・受託作業の新規開拓をします。 

  ②自主事業の生産活動の機会の提供 

   ・自主製品（菓子工房トリシエ）の製造体制を整え増産します。 

   ・新商品開発及び販路開拓体制を充実させ、1 ヶ月 50 万円の売上を目指します。 



   ・自主製品のＰＲ活動（地域応援、出店、パンフレット）の展開を充実します。 

   ・受託販売・イベント等に積極的に参加し、販路拡大に努めます。 

  ③ご利用者様の自立した日常生活、社会参加への支援 

   ・平均工賃が２０，０００円以上の目標達成に向けた取り組みを行い、ご利用者

様の働く意欲、安定した生活が図れるよう支援します。 

  ④ご利用者様の一般就労への支援 

   ・障がい者就労・地域生活支援センター、障がい者職業センター、ハローワーク、

関係機関、企業等と連携し、就労支援します。 

（３）ご利用者様のプライバシーや自由を尊重し、自分に自信を持ち、必要なサービス

を活用できる支援を行います。 

（４）施設利用満足度調査を実施し、支援サービスの状況を検証改善し、楽しかったと

思える支援を行います。 

（５）安心して生活できる、仕事ができる施設を目指します。 

  ①会話・意見交換会を増やし、明るい施設づくりに努めます。 

  ②施設の安心・安全を追求していきます。 

   ・リスクマネージメントや個人情報をはじめとする情報セキュリティ対策に努め、 

ご利用者様の権利擁護を推進します。 

・ 職員の処遇・接遇の向上を図ると共に、コミュニケーション能力を高めます。  

・ 虐待防止や人権に対する知識を全職員に徹底します。 

 

３ 主な実施事業 

（１）施設整備事業 

  ①給水タンク補強工事事業    ３４６千円 

（２）事業活動 

  ①合同運動会、合同作品展等の行事を行い、ご利用者様の元気な姿、活動を地域の

皆様に見ていただき、地域との交流により理解を深めていきます。 

  ②社会見学研修旅行を通して社会見聞を広めるとともに、ご利用者様と職員の親睦

を図り、意向確認を行い支援サービスの向上に努めます。 

 

４ 安全管理・衛生管理        

（１）ご利用者様が安心且つ安全に生活していただけるよう、ヒヤリハットやアクシデ 

ントの報告をもとに検証を行い、その結果を踏まえ、事故防止に努めます。また設 

備・備品等の安全管理を行い、物品等の整理整頓及び福祉用具のメンテナンス等環 

境整備に努めます。 

（２）感染症予防（インフルエンザ・ノロウイルス等）に向け衛生管理と衛生教育の徹 

底を図ります。 

（３）ご利用者様の健康管理は、毎月２回嘱託医による健康相談と年１回定期健康診 

断・検便を行います。 

（４）職員健康管理は、年１回定期健康診断と検便を行います。        

（５）事故防止に努め、安全面に配慮します。 

  ①ご利用者様個人の心身状態を考慮し、安全第一を念頭に置いた走行、及び車両の 



定期的な点検・整備を行いご利用者様の安全確保に細心の注意を払い運転します。    

  ②施設内、周辺（向山地内）の見廻りを徹底し、事故防止に努めます。 

 

５ 防火・防災・救助活動 

  防災対応マニュアルにより、防災及び災害時の人命の安全、被害の軽減を図ります。 

（１）ご利用者様の実態に即した防災訓練、地震想定・消火訓練（最低年２回）を実施

します。 

（２）外部からの侵入、不測の事態に備えた防犯訓練を実行します。 

（３）防災活動への参加、地域防災情報の把握等、有事に迅速な対応ができる環境整備  

  を行い、ご利用者様の安全の確保を図ります。 

 

６ 職員の資質の向上と研修 

  施設内外の各種研修を通して職員の資質の向上を図ると共に、専門知識及び技術の 

 向上を目指します。 

（１）外部研修・発表会への参加 

  ①就労支援専門職研修会の参加を通じ、就労支援技術の習得を目指します。 

   ・鳥取県社会就労センター協議会への参加 

   ・鳥取県身体障害者福祉施設協議会への参加 

   ・鳥取県就労事業振興センター協議会への参加 

  ②商品開発、販売研修会の参加を通じ、モチベーションアップや自己研鑚を促し、

情報収集等による先進的な技術の習得に努めます。 

（２）法人内部研修への参加 

  ①障がい者専門職研修会への参加を通じ、知識、技術の習得に努めます。 

  ②法人内の研修は、研修内容に応じた職員が参加し、施設の業務に活かします。 

（３）施設内のＯＪＴ・職場研修の実施 

  ①職場の一員として連帯感を持ち協力し合って働ける（協働）チームワークを形成

していくためにも、業務、施設内会議、研修等でスキルアップをめざします。 

  ②研修してきた事に関しては、伝達研修を行い今後の支援に活かせるよう、共通理

解を図ります。 

  ③実務経験の少ない職員については、知識・技術・経験の高い職員により実務を通

した研修を行い、施設職員全体のレベルアップを図ります。 

（４）職員の資格取得のための取り組み 

  法人が定めた「国家資格等取得者に対する助成要綱」による資格取得に対する助 

成制度を活用し、職員の資格所得意欲とキャリアアップを促します。  

 

７ 各種団体との連携と地域交流 

  ご利用者様やご家族様と、保育園・小学校、地域・団体等との交流の場を設ける等 

しながら、社会参加を積極的に図られることを目指していきます。 

（１）広報誌の発行・配布 

発行回数：年４回 

配布先：県内各市町社協、各種団体、関係施設、など 



（２）地域交流行事 

鳥取県・倉吉市身体障害者体育大会に参加します。 

地域、各種団体、保育園、学校等との交流を積極的に取り入れます。 

学校、特殊支援学校、ボランティア等の体験学習の受け入れを行います。 

 

８ 年間行事等 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お菓子工房『トリシエ』事業計画 

１ 基本方針 

  障がい者の自立・社会経済活動への参加を基本に、信頼される事業所運営に努め、 

ご利用者様の個別支援計画に沿った良質な福祉サービスを提供する。 

 

２ 運 営  

ご利用者様本位の充実した福祉サービスを提供し、地域の皆様に親しまれ地域に根 

 付いた施設運営を目指し、生産活動・就労活動を中心に発展・躍進していきます。 

就労継続支援Ｂ型事業所のお菓子工房「トリシエ」を事業発展拡大をしていく為、

新商品開発はもとより商品製造の増産体制、販路拡大を図り、ご利用者様の工賃アッ

プを図るよう努めます。 

 

（１）就労継続支援として、ご利用者様の意思を尊重し、個々の希望・能力に応じて、

全てのご利用者様が従事できる作業内容を整え、働きやすい作業環境や条件の整備

を図り、一般就労、自立へとつながる支援を行います。 

 

① 自主事業（お菓子工房トリシエ）の生産活動の機会の提供 

   ・生産体制を整え、原材料の仕入れ方法や原価率と販売単価等を見直し、年間売

上６００万円の売り上げを目指します。（月平均５０万の売上） 

   ・販売店とのコラボ商品開発。販売店オリジナルの商品を店舗側との協力により

オリジナルの商品を生産する。（現在、二十世紀梨記念館なしっこロールを製

造）イメージアップとブランド力による単価アップも図る。 

   ・振興センター、テイクオフ（問屋）等などに協力、アドバイスを頂きながら、

新たなお菓子のジャンルに取り組んでいく。（向山ならではの新ブランドの開

発、準備）。 

   ・受託販売・地域イベント等に積極的に参加し、販路拡大に努めます。 

   ・販売売上維持と安定化を図り、製造に携わるご利用者様の人員確保と製造能力

を向上させる。 

 

  ②ご利用者様の自立した日常生活、社会参加への支援 

   ・平均工賃が２０，０００円以上の目標達成に向けた取り組みを行い、ご利用者

様の働く意欲、安定した生活が図れるよう支援します。 

   ・お菓子作りに興味がある方を積極的に受入体制を整えます。 

 

  ③ご利用者様の一般就労への支援 

   ・障がい者就労・地域生活支援センター、障がい者職業センター、ハローワーク、

関係機関、企業等と連携し、就労支援します。 


